
◆ポスター内容や共同研究等について問合せ：

本人同意を精緻化したデータ利活用プラットフォームとAI開発

第2回JST OPERAシンポジウム

研究開発課題３代表者：東京大学大学院 情報理工学系研究科 教授 橋田 浩一
研究開発課題１代表者：慶應義塾大学医学部 医療政策・管理学教室 教授 宮田 裕章

■緒言
研究開発課題3においては、「本人同意を精緻化したデータ利活用プラットフォームとAI開発」を目的として、本邦における社会課題のうち特にヘルスケアデータの法整

備（個人を軸にした分散管理）およびデータ利用プラットフォームの実装事例の不足に関する課題解決を目指し、膨大なデータを個人同意を基に安全に利活用するコミュニ
ケーションテクノロジーの開発：PeOPLeにおける「つなげる」～「ひらく」機能を実装する技術の開発（キーテクノロジー３）を進めてきた。
以下に、新潟県佐渡市をフィールドとして進めてきた課題3-1「個人情報保護とデータ利活用とを両立させる認可・認証技術の開発と実装」と課題3-4「AI によるセンシン

グデータ解析・行動分析技術を用いた歩行速度モニタリングの妥当性と有用性の実証」に関する研究成果を示す。

コンソーシアム名「PeOPLe共創・活用コンソーシアム」

課題3-1：個人情報保護とデータ利活用とを両立させる認可・認証技術の開発と実装

課題3-4： AI によるセンシングデータ解析・行動分析技術を用いた歩行速度モニタリングの妥当性と有用性の実証
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